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秋
山
温
泉
が
変
わ
り
ま
す

◆
7
月
1
日
か
ら
の
変
更
点

①
今
ま
で
別
料
金
に
な
っ
て
い
た
「
タ
オ
ル

セ
ッ
ト
・
浴
衣
」が
入
館
料
金
に
含
ま
れ

ま
す
。（
水
着
の
み
別
料
金
）

②「
お
風
呂
の
み
利
用
す
る
方
」、「
お
風
呂

と
プ
ー
ル
を
利
用
す
る
方
」に
料
金
が
分

か
れ
ま
す
。

③「
市
民
75
歳
以
上
」
の
料
金
を
新
た
に
設

け
ま
す
。

④「
市
民
無
料
の
日
」（
合
併
記
念
日
、
敬
老

の
日
、
県
民
の
日
）を
設
け
ま
す
。

⑤「
飲
食
物
の
持
ち
込
み
」
が
で
き
る
よ
う

に
な
り
ま
す
。

◆
回
数
券
を
お
持
ち
の
お
客
様
へ

お
持
ち
の
回
数
券
を
平
成
17
年
7
月
1
日

以
降
に
使
用
す
る
場
合
は
、
7
月
か
ら
の

入
館
料
金（
風
呂
・
プ
ー
ル
）に
適
用
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

◆
ご
利
用
さ
れ
る
み
な
さ
ん
へ

・
回
数
券
を
発
行
し
て
い
ま
す
。（
1
回
分
お

得
な
11
枚
つ
づ
り
）

・
10
名
以
上
の
団
体
は
、
別
に
送
迎
バ
ス
を

運
行
し
ま
す
の
で
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

秋
山
温
泉
は
、
温
泉
を
使
っ
た
従
来
型
の
浴
室
、
水
着
着
用
の
温
泉
プ
ー
ル
の
ほ

か
、
香
り
の
演
出
が
行
わ
れ
る
採
暖
室
や
安
静
室
な
ど
の
リ
ラ
ク
ゼ
ー
シ
ョ
ン（
く

つ
ろ
ぎ
）エ
リ
ア
や
、
レ
ス
ト
ラ
ン
、
休
憩
室
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
プ
ー
ル

を
使
っ
た
運
動
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
取
り
入
れ
、
健
康
維
持
、
回
復
、
増
進
を
図
れ
る
よ

う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

市内

市外

1日

1日

大人

（高校生以上）

75歳以上

大人

（高校生以上）

風呂のみ

6,000円

3,000円

8,000円

風呂・プール

7,000円

3,500円

9,000円

流水プール

レストラン兼休憩室

健康プール

源泉風呂

便利でお得な回数券（11枚つづり）

7
月
1
日
か
ら

秋
山
温
泉
で
健
康
づ
く
り

秋
山
温
泉
で
リ
ラ
ク
ゼ
ー
シ
ョ
ン



風呂のみ

600円

300円

300円

無料

800円

600円

無料

3 広報うえのはら　平成17年7月号　　　　　

大月 上野原 藤野

秋山温泉
秋山川

至富士吉田

至甲府 至高尾

大月I.C

上野原I.C

相模湖I.C中央自動車道

国道20号線

国道139号線
都留I.C

火
〜
土
曜
日
運
行
の
送
迎
バ
ス
は
、
次
の

曜
日
は
上
野
原
駅
以
外
の
場
所
ま
で
運
行
し

て
い
ま
す
。

●
火
・
金
曜
日（
祝
日
を
除
く
）

秋
山
温
泉
〜
無
生
野
〜
秋
山
温
泉

10
時
5
分
〜
10
時
25
分
〜
10
時
50
分

15
時
30
分
〜
15
時
50
分
〜
16
時
10
分

●
水
曜
日（
第
4
水
曜
日
・
祝
日
を
除
く
）

新
井
三
差
路
〜
本
町
三
丁
目（
県
道
側
）〜

9
時
25
分
〜
　
9
時
30
分
〜

新
町（
坂
本
屋
前
）

9
時
35
分

●
第
4
水
曜
日（
祝
日
を
除
く
）

日
　
　
原
〜
新
井
三
差
路
〜

9
時
10
分
〜
9
時
25
分
〜
　

本
町
三
丁
目（
県
道
側
）〜
新
町（
坂
本
屋
前
）

9
時
30
分
〜
　
　
　
　
　
9
時
35
分

●
第
2
・
4
木
曜
日
（
祝
日
を
除
く
）

松
留
・
八
ッ
沢
〜
本
町
三
丁
目（
国
道
側
）〜

9
時
25
分
〜
　
　
9
時
30
分
〜

新
町（
坂
本
屋
前
）

上野原市内

（タオルセット・
浴衣付）

上野原市外
（タオルセット・

浴衣付）

1日

1日

大人（高校生以上）

75歳以上

子ども（小・中学生）

幼児（小学生未満）

大人（高校生以上）

子ども（小・中学生）

幼児（小学生未満）

大人（高校生以上）

子ども（小・中学生）

幼児（小学生未満）

500円

200円

無料

午後5時以降
（タオルセット・

浴衣付）

風呂・プール

700円

350円

400円

無料

900円

700円

無料

上野原市内

上野原市外

1日

1日

大人（高校生以上）

子ども（小・中学生）

幼児（小学生未満）

大人（高校生以上）

子ども（小・中学生）

幼児（小学生未満）

大人（高校生以上）

子ども（小・中学生）

幼児（小学生未満）

700円

500円

無料

1,200円

1,000円

無料

600円

300円

無料

午後5時以降

タオルセット
浴衣
タオルセット・浴衣
水着
フェイスタオル
バスタオル どちらか

150円
250円
400円
500円

100円

レンタル料金

レンタル料金 水着 500円

合併記念日2月13日（月曜日の場合は翌日）：市民無料

敬老の日9月第3月曜日（祝日営業）：市民70歳以上無料

県民の日11月20日（月曜日の場合は翌日） ：市民無料

秋山温泉入館料金表　　　　　ご利用の際に証明書等の提示をお願いします。

今まで 平成17年7月1日から

9
時
35
分

●
第
2
・
4
金
曜
日（
祝
日
を
除
く
）

野
田
尻
〜
不
老
下
〜

9
時
00
分
〜
9
時
15
分
〜

本
町
三
丁
目（
国
道
側
）〜
新
町（
坂
本
屋
前
）

9
時
30
分
〜
　
　
　
　
　
9
時
35
分

●
第
1
・
3
・
5
金
曜
日
・
土
曜
日（
祝
日

を
除
く
）

新
　
　
田
〜
本
町
三
丁
目（
国
道
側
）〜

9
時
25
分
〜
9
時
30
分
〜

新
町（
坂
本
屋
前
）

9
時
35
分

※
道
路
状
況
に
よ
り
時
間
が
遅
れ
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。

上野原市秋山2210
蕁56ー2611
蕭56ー2595

時刻
9
11
14
16
18

上野原駅発
45
45
50

秋山温泉発

25
30
30
00

運
休

①日曜日、祝日、定休日（月曜日）
②4月29日～5月5日
③8月12日～16日
④12月29日～1月3日

◆開館時間：午前10時～午後9時◆休館日：毎週月曜日（祝日営業）

秋山温泉送迎バス時刻表
○火～土曜日運行
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ご
存
じ
で
す
か
？
市
税
の
し
く
み

ひ
と
口
に
税
金
と
い
っ
て
も
、
国
税
、
県
税
、
市
税
な
ど
と
多
く
の
種
類
が
あ
り
、
上
野
原

市
に
納
め
て
い
た
だ
く
税
金
だ
け
で
も
７
種
類
に
な
り
ま
す
。
そ
し
て
、
み
な
さ
ん
か
ら
納
め

て
い
た
だ
い
た
市
税
は
、
市
が
行
う
福
祉
、
教
育
、
道
路
、
清
掃
、
消
防
な
ど
に
使
わ
れ
て
い

ま
す
。

こ
の
大
切
な
市
税
は
、
ど
の
よ
う
な
し
く
み
に
な
っ
て
い
る
の
か
疑
問
を
持
た
れ
て
い
る
方

も
多
い
と
思
い
ま
す
。

こ
こ
で
は
、
市
税
に
対
す
る
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
く
た
め
に
、
市
税
の
し
く
み
や
、
み
な

さ
ん
か
ら
寄
せ
ら
れ
る
質
問
な
ど
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

「
普
通
税
」

主
と
し
て
納
税
者
の
負

担
能
力
を
基
礎
と
し
た
税

金
で
あ
り
、
市
の
一
般
的

な
経
費
に
充
て
ら
れ
て
い

ま
す
。

「
目
的
税
」

鉱
泉
浴
場
や
医
療
費
な

ど
、
特
定
の
事
業
目
的
に

要
す
る
経
費
に
充
て
ら
れ

て
い
ま
す
。

1

税
金
の
し
く
み

2

上
野
原
市
で
課
税
し
て
い
る
税
目
の
納
税
義
務
者
お
よ
び
税
率
（
税
額
）

税目 税目納税義務者 納税義務者税率（税額）
・均等割

市民税 3,000円
県民税 1,000円

・所得割（市）

・所得割（県）

・均等割

・法人税割
法人税額の13.20％
（市町村合併により一定期間不均一課税）

課税標準額の1.40％

課税所得 税率 速算控除額
200万円以下 3％ 0円
200万円超～700万円以下 8％ 10万円
700万円超 10％ 24万円

700万円以下 2％ 0円
700万円超 3％ 7万円

1号法人 300万円 6号法人 15万円
2号法人 175万円 7号法人 13万円
3号法人 41万円 8号法人 12万円
4号法人 40万円 9号法人 5万円
5号法人 16万円

税率（税額）

市
・
県
民
税
（
個
人
）

軽
自
動
車
税

・1月1日現在に
おいて、市内に住
所のある個人

・市内に事務所ま
たは事業所を有す
る個人で市内に住
所がない方

4月1日現在に
おける軽自動
車などの所有
者

原
動
機
付
自
転
車

50cc以下 1,000円
90cc以下 1,200円
125cc以下 1,600円

二輪車 2,400円
三輪車 3,100円

二輪の小型自動車

1,000本につき2,977円
旧3級品の紙巻きたばこは1,000本
につき1,412円

150円

医
療
保
険
分

所得割
資産割
均等割
平等割

5.50％
40.00％
19,000円
22,800円

介
護
保
険
分

所得割
資産割
均等割
平等割

0.80％

5,700円
7,400円

1％
ただし、1か月間に掘採した鉱物の価
格が200万円以下の場合の税率は0.7％

小型特殊
自動車

農耕作業者
その他のもの

三輪以上
20.1cc～50cc以下

2,500円

軽
自
動
車
四
輪
以
上

貨
物

営業用
自家用
営業用
自家用

3,000円
4,000円
5,500円
7,200円
4,000円
1,600円
4,700円

乗
用

日本たばこ産業
特定販売業者
卸売販売業者

鉱物の掘採の事
業を行う鉱業者

鉱泉浴場の入湯客

国保加入者が
いる世帯の世
帯主

市
民
税
（
法
人
）

市たば
こ税

鉱産税

入湯税

国民健
康保険
税

・市内に事務所ま
たは事業所を有す
る法人
・市内に寮等を有
する法人で市内に
事務所、事業所ま
たは寮等を有する
法人でない社団・
財団で代表者また
は管理人の定めの
あるもの

固
定
資
産
税

市内に所在す
る固定資産を1
月1日現在で所
有する方

市民税
（個人・法人）
固定資産税
軽自動車税
市たばこ税
鉱産税

入湯税
国民健康保険税

道府県民税
他

自動車取得税
他

所得税
法人税
他

普通税
市
町
村
税

地
方
税

税
金

国
税

道
府
県
税

目的税

普通税

目的税

上野原市で課税している税金

色々な種類の

税金があるね
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Ｑ
2
配
偶
者
に
パ
ー
ト
収
入
が
あ
り
ま
す

が
、
そ
の
場
合
、
税
金
や
扶
養
は
ど
の

よ
う
に
な
り
ま
す
か
？

Ａ
　
左
の
表
の
と
お
り
に
な
り
ま
す
。

※
収
入

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
で
あ
れ
ば
給
与
所

得
の
源
泉
徴
収
票
の
支
払
金
額
に
記
載
さ

れ
て
い
る
も
の
、
事
業
を
さ
れ
て
い
る
場

合
は
売
上
げ
な
ど
の
こ
と
を
い
い
ま
す
。

※
所
得

収
入
か
ら
そ
の
収
入
を
得
る
た
め

に
支
出
し
た
金
額(

必
要
経
費)

を
引
き
、

残
っ
た
金
額
の
こ
と
を
い
い
ま
す
。

◆
固
定
資
産
税

Ｑ
3
地
価
が
下
が
っ
て
い
る
の
に
土
地
の
税

額
が
上
が
る
の
は
ど
う
し
て
で
す
か
？

Ａ
　
地
域
や
土
地
に
よ
っ
て
評
価
額
に
対
す

る
税
負
担
に
格
差
が
あ
り
ま
す
。（
例

え
ば
、
同
じ
評
価
額
の
土
地
が
あ
っ
て

配偶者の
パート収入

93万円未満

93万円以上
103万円未満

103万円

103万円超
141万円未満

141万円以上

基礎
控除

33万円

38万円

県民税

1,000円

2％～3％

こ
こ
で
は
、
市
民
の
み
な
さ
ん
か
ら
の
問

い
合
わ
せ
や
疑
問
等
に
つ
い
て
お
答
え
し
ま

す
。

◆
市
県
民
税

Ｑ
1
所
得
税
と
市
県
民
税
と
は
ど
の
よ
う
な

点
が
違
い
ま
す
か
？

Ａ
　
所
得
税
と
市
県
民
税
と
の
主
な
相
違
点

は
次
の
表
の
と
お
り
に
な
り
ま
す
。

も
実
際
の
税
額
が
異
な
る
こ
と
な
ど
）

こ
れ
は
、
税
負
担
の
公
平
の
観
点
か
ら

問
題
が
あ
る
た
め
、
平
成
9
年
度
以
降
、

負
担
水
準（
個
々
の
宅
地
の
課
税
標
準

額
が
評
価
額
に
対
し
て
ど
の
程
度
ま
で

達
し
て
い
る
か
を
示
す
も
の
）の
均
衡

化
を
図
る
た
め
、
負
担
調
整
措
置
が
と

ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

具
体
的
に
は
、
負
担
水
準
が
高
い
土
地

は
税
負
担
を
引
き
下
げ
た
り
、
据
え
置

い
た
り
す
る
一
方
、
負
担
水
準
が
低
い

土
地
は
な
だ
ら
か
に
税
負
担
を
引
き
上

げ
て
い
く
し
く
み
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
た
め
、
地
価
に
関
係
な
く
全
て
の

土
地
の
税
額
が
上
が
っ
て
い
る
の
で
は

な
く
、
税
額
が
上
が
っ
て
い
る
の
は
、

負
担
水
準
が
低
い
土
地
な
の
で
す
。

こ
の
よ
う
に
、
現
在
は
税
負
担
の
公
平

を
図
る
た
め
の
調
整
段
階
で
あ
る
こ
と

か
ら
、
地
価
が
下
落
し
て
い
て
も
税
額

が
上
が
る
と
い
う
場
合
も
生
じ
て
い
る

わ
け
で
す
。

Ｑ
4
平
成
13
年
9
月
に
住
宅
を
新
築
し
ま
し

た
が
、
平
成
17
年
度
分
か
ら
税
額
が
急

に
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。
ど
う
し
て
で

す
か
？

Ａ
　
新
築
の
住
宅
に
対
し
て
は
、
一
定
の
要

件
に
あ
た
る
と
き
は
、
新
た
に
固
定
資

産
税
が
課
税
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
年

度
か
ら
3
年
度
分
に
限
り
、
税
額
が
2

分
の
1
に
軽
減
さ
れ
ま
す
。

こ
の
場
合
は
、
平
成
14
・
15
・
16
年
度

分
に
つ
い
て
は
税
額
が
2
分
の
1
に
軽

減
さ
れ
て
い
た
わ
け
で
す
。

し
た
が
っ
て
、
減
額
適
用
期
間
が
終
了

し
た
こ
と
に
よ
り
、
本
来
の
税
額
に
な

っ
た
た
め
で
す
。

◆
軽
自
動
車
税

Ｑ
5
原
付
バ
イ
ク
の
登
録
お
よ
び
廃
車
の
手

続
き
の
方
法
は
？

Ａ
　
次
の
も
の
を
お
持
ち
の
う
え
、
市
役
所

税
務
課
窓
口
で
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ

い
。

《
登
録
》

①
譲
渡
証
明
書（
ま
た
は
販
売
証
明
書
）

②
印
鑑

《
廃
車
》

①
標
識（
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
）

②
標
識
交
付
証
明
書

③
印
鑑

◆
国
民
健
康
保
険
税

Ｑ
6
昨
年
に
比
べ
て
国
民
健
康
保
険
税
が
高

く
な
り
ま
し
た
。
ど
う
し
て
で
す
か
？

Ａ
　
国
民
健
康
保
険
税
は
次
の
よ
う
な
世
帯

の
状
況
に
応
じ
て
課
税
額
が
高
く
な
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。

①
国
民
健
康
保
険
に
新
し
く
加
入
さ
れ
た

人
が
い
る
場
合

②
国
保
加
入
者
の
所
得
な
ど
が
昨
年
に
比

べ
て
増
え
て
い
る
場
合

③
国
保
加
入
者
で
昨
年
中
に
市
内
に
土

地
・
家
屋
を
取
得
さ
れ
た
人
が
い
る
場

合

●
不
明
点
や
ご
質
問
等
の
問
い
合
わ
せ

税
務
課
課
税
担
当（
蕁
62
―

3
1
1
3
）

市
税
　
Ｑ
＆
Ａ※平成17年度から配偶者控除と配偶者特別控除を同時に受けることができなくなり

ました。
配偶者が受けられる控除の詳細はＱ２のＡをご覧ください。

市県民税

所得税

配 偶 者
控 除

33万円

38万円

配 偶 者
特別控除

3万円～
33万円

3万円～
38万円

扶養控除
（一般）

33万円

38万円

均等割

所得割

10％～37％

税 率

市民税

3,000円

3％～10％

夫の配偶者
特別控除

受けられ
ません

受けら
れます
受けられ
ません

所得税

課税され
ません

課税
されます

配偶者の税金
市県民税

課税されません

課税
されます

夫の配偶者
控除

受けら
れます

受けられ
ません
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佐藤圭祐
けいすけ

さん（小3）

みんなのお話しを聞いて
外国のことが少し分かっ
たような気がします。ぼ
くもこれから英語の勉強
をがんばりたい。

佐藤真心
ま じ

さん（小2）

ゲームが楽しかった。歌
も気持ちよく歌えた。外
国の人とのお話しも面白
かった。

佐藤亜海
あ み

さん（小1）

外国の方とじゃんけんゲ
ームができて楽しかっ
た。「手のひらを太陽」
にが踊れてよかった。

国
際
交
流
集
会
の
感
想
を
聞
き
ま
し
た

6
月
9
日
、
J
I
C
A（
ジ
ャ
イ
カ
・
国
際
協
力
機
構
）青
年

招
へ
い
事
業
で
、
来
日
し
た
太
平
洋
諸
国
11
か
国
の
20
名
の

方
々
が
、
秋
山
小
学
校
と
秋
山
中
学
校
を
訪
れ
ま
し
た
。
こ
の

日
来
日
し
た
方
々
は
、
サ
モ
ア
・
ソ
ロ
モ
ン
諸
島
・
ト
ン
ガ
・

ク
ッ
ク
諸
島
・
キ
リ
バ
ス
・
ナ
ウ
ル
・
マ
ー
シ
ャ
ル
諸
島
・
ミ

ク
ロ
ネ
シ
ア
・
フ
ィ
ジ
ー
・
バ
ヌ
ア
ツ
・
ニ
ウ
エ
の
11
か
国
の

方
々
で
、
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
や
日
本
人
と
の
交
流
会
、
学
校
訪
問

な
ど
で
23
日
間
の
予
定
で
来
日
し
ま
し
た
。

秋
山
小
学
校
と
中
学
校
で
は
、
他
の
国
々
と
の
交
流
を
と
お

し
て
、
異
国
文
化
を
尊
重
し
、
自
国
の
文
化
を
見
つ
め
る
気
持

▲英会話でのお互いの国の紹介

▲あやとりを教える生徒たち

▲給食を食べながらの語らい

ち
を
育
て
る
こ
と
を
目
的
に
交
流
集
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

中
学
校
で
は
各
学
年
ご
と
に
英
話
で
日
本
の
名
所
や
旧
跡
を

紹
介
し
た
り
、
折
り
紙
や
け
ん
玉
、
あ
や
と
り
な
ど
を
実
際
に

実
践
し
た
り
し
て
、
日
本
の
文
化
を
紹
介
し
て
い
ま
し
た
。
ま

た
、
市
職
員
に
よ
る
「
上
野
原
市
秋
山
地
区
の
経
済
」
と
題
し

て
の
講
演
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

小
学
校
で
は
、
全
校
児
童
で
の
歓
迎
会
の
あ
と
、
低
学
年
・

中
学
年
・
高
学
年
の
3
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
、
お
互
い
の

国
々
を
紹
介
し
た
り
、
ゲ
ー
ム
や
踊
り
を
楽
し
ん
だ
り
し
て
、

交
流
を
深
め
ま
し
た
。

秋
山
小
学
校
・
中
学
校
国
際
交
流
集
会
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天野昌彦
まさひこ

さん（中2）

小学生の頃から国際交流
があったけれど、中学生
になって英語の勉強をし
てからの国際交流で、実
際に習った英語が外国の
人に通じてよかった。

上野真弥
し ん や

さん（小6）

ナウル・フィジーなどの
観光地や文化についての
質問に答えてもらってた
くさんのこと知りまし
た。また、外国の人とふ
れあえて楽しかった。

佐藤成実
な る み

さん（小5）

外国の言葉やいろいろな
踊りが見られてよかっ
た。フィジー・バヌア
ツ・ニウエ・ナウルの
国々のことが聞けていい
勉強になりました。

井上大地
だ い ち

さん（小4）

外国の人とふれあえてす
ごくうれしかった。ロン
ドン橋のゲームも楽しか
った。

富田早織
さ お り

さん（中3）

外国の方と接することが
あまりないので、言葉が
通じないかと不安でいっ
ぱいでしたが、知ってい
る単語やみんなで協力し
て、伝えたいことが伝え
られて、良い経験になり
ました。

菊池彩花
あ や か

さん（中1）

英語が習いたてで、単語
もあまり知らずに緊張し
たけれど、ジェスチャー
などを使って言いたかっ
たことが伝えられてうれ
しかった。

▲じゃんけんゲームを楽しむ児童

▲秋山小学校全校児童での歓迎会

▲自国の踊りを披露
▲出身国のことについて質問



広報うえのはら　No.5  8

浄
化
槽
を
設
置
し
て
い
る
み
な
さ
ん
へ

浄
化
槽
は
、
微
生
物
の
働
き
を
利
用
し
て
、
し
尿
な
ど
の
汚
水
を
き
れ
い
な
水
と
汚
泥
に
処
理
す

る
装
置
で
、
日
頃
の
維
持
管
理
が
非
常
に
重
要
と
な
り
ま
す
。

浄
化
槽
の
機
能
が
十
分
発
揮
さ
れ
る
よ
う
に
、
浄
化
槽
管
理
者（
設
置
者
）は
法
定
検
査
、
保
守
点

検
お
よ
び
定
期
清
掃
の
3
つ
の
維
持
管
理
が
浄
化
槽
法
で
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

維
持
管
理
が
適
正
に
行
わ
れ
な
い
と
、
し
だ
い
に
浄
化
槽
の
機
能
が
低
下
し
、
汚
れ
た
水
が
流
れ

出
し
て
地
域
の
環
境
汚
染
の
原
因
に
な
る
ば
か
り
で
な
く
、
故
障
の
原
因
に
も
な
り
、
機
能
を
正
常

に
戻
す
た
め
に
余
分
な
費
用
が
か
か
り
ま
す
。

法
定
検
査
を
受
け
ま
し
ょ
う

●
設
置
後
等
の
水
質
検
査
（
浄
化

槽
法
第
７
条
）

浄
化
槽
の
使
用
開
始
後
6
か
月

を
経
過
し
た
日
か
ら
2
か
月
以
内

に
受
け
る
検
査
で
、
浄
化
槽
が
適

正
に
設
置
さ
れ
て
い
て
、
正
常
の

機
能
を
果
た
し
て
い
る
か
ど
う
か

早
い
時
期
に
確
認
す
る
た
め
の
検

査
で
す
。
検
査
実
施
時
期
に
な
る

と
県
の
指
定
し
た
検
査
機
関
か
ら

日
程
の
お
知
ら
せ
が
届
き
ま
す
。

●
定
期
検
査（
浄
化
槽
法
第
11
条
）

毎
年
1
回
、
定
期
的
に
受
け
る

検
査
で
、
保
守
点
検
や
清
掃
が
適

正
に
実
施
さ
れ
て
い
る
か
ど
う
か

を
判
断
す
る
た
め
の
検
査
で
す
。

た
と
え
、
浄
化
槽
保
守
点
検
業
者

ま
た
は
清
掃
業
者
と
委
託
契
約
を

し
て
い
て
も
、
県
の
指
定
検
査
機

関
に
よ
る
法
定
検
査
を
受
け
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

な
お
、
検
査
の
依
頼
申
請
を
し

な
い
と
検
査
は
受
け
ら
れ
ま
せ

ん
。

※
法
定
検
査
の
申
し
込
み
･
問
い

合
わ
せ
先
は
、
山
梨
県
知
事
が

指
定
し
た
検
査
機
関
で
あ
る
社

団
法
人
山
梨
県
浄
化
槽
協
会
に

検
査
申
込
書
ま
た
は
電
話
で
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

な
お
、
検
査
に
は
手
数
料
が
か

か
り
ま
す
。

定
期
的
な
保
守
点
検
と

年
1
回
以
上
の
清
掃
を

行
い
ま
し
ょ
う

●
保
守
点
検（
浄
化
槽
法
第
10
条
）

浄
化
槽
を
正
し
く
機
能
さ
せ
、

常
に
良
好
な
状
態
を
保
っ
て
お
く

た
め
、
浄
化
槽
管
理
者（
設
置
者
）

は
、
定
期
的
に
保
守
点
検
を
行
わ

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

保
守
点
検
は
、
山
梨
県
知
事
の

登
録
を
受
け
た
業
者
へ
委
託
し
て

実
施
し
ま
し
ょ
う
。

●
清
掃
（
浄
化
槽
法
第
10
条
）

浄
化
槽
の
中
に
は
、
ス
カ
ム
や

汚
泥
が
徐
々
に
た
ま
り
、
そ
の
ま

ま
放
置
す
る
と
放
流
水
と
と
も
に

流
れ
出
し
て
し
ま
う
だ
け
で
な

く
、
浄
化
槽
の
機
能
不
良
の
原
因

に
も
な
り
ま
す
。

清
掃
は
、
年
1
回
以
上
、
上
野

原
市
の
許
可
を
受
け
た
業
者
へ
委

託
し
て
実
施
し
ま
し
ょ
う
。

社団法人山梨県浄化槽協会
〒400-0822
甲府市里吉3－9－1
（山梨県庁里吉別館内）
蕁055－232－2762
蕭055－232－3841

名称
正一　有限会社
上野原衛生社

有限会社　天野清掃社
環境管理開発　株式会社

小俣工務店
株式会社　東朋山梨支店

委託業務の種類
保守点検・清掃
保守点検・清掃
保守点検・清掃
保守点検・清掃
保守点検
保守点検

連絡先
62－3922
63－0878
56－2011
43－2471
56－2050
67－2488

《保守点検・清掃業者》

※清掃は、上記の4業者のみです。その他の業者は清掃を行えません。保守点検業者については、紙面の
都合上、上野原市に営業所がある業者のみの掲載となっています。

《順不同》

浄化槽を設置しているみなさんへ



未
接
続
者
へ
の
戸
別
訪
問
を

実
施
し
ま
す

下
水
道
工
事
が
完
了
し
、
下
水

道
の
供
用
が
開
始
さ
れ
た
地
域
に

お
住
ま
い
の
方
で
、
ま
だ
下
水
道

に
接
続
し
て
い
な
い
方
が
か
な
り

い
ま
す
。

当
市
で
は
、
下
水
道
の
普
及
促

進
を
図
る
た
め
に
7
月
以
降
に
、

未
接
続
者
へ
の
職
員
に
よ
る
戸
別

訪
問
を
実
施
し
ま
す
の
で
、
ご
理

解
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。

公
共
下
水
道
へ
の

切
替
加
入
の
お
願
い

平
素
か
ら
、
上
野
原
市
下
水
道

事
業
に
ご
理
解
、
ご
協
力
を
い
た

だ
い
て
お
り
ま
し
て
、
ま
こ
と
に

供用開始区域内の世帯
約1,665世帯

接続世帯
615世帯

接続率
36.93％
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あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

さ
て
、
下
水
道
が
供
用
開
始
に

な
っ
て
い
る
地
域
に
お
住
ま
い
の

み
な
さ
ん
に
は
、
公
共
下
水
道
が

い
つ
で
も
使
用
可
能
の
状
態
に
な

っ
て
い
ま
す
。

現
在
、
浄
化
槽
ま
た
は
く
み
取

り
便
所
な
ど
を
使
用
さ
れ
て
い
る

み
な
さ
ん
に
は
、
公
共
下
水
道
に

す
み
や
か
に
切
り
替
え
て
い
た
だ

き
ま
す
よ
う
、
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

公
共
下
水
道
に
切
り
替
え
る

と
、
道
路
側
溝
等
か
ら
発
生
す
る

悪
臭
な
ど
が
改
善
さ
れ
、
住
み
よ

く
衛
生
的
な
生
活
環
境
の
中
で
、

快
適
な
生
活
が
過
ご
せ
る
よ
う
に

な
り
ま
す
。

な
お
、
切
り
替
え
工
事
は
、
当

市
指
定
の
工
事
業
者
で
な
け
れ

ば
、
実
施
で
き
ま
せ
ん
の
で
く
れ

ぐ
れ
も
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

詳
し
い
内
容
は
、
担
当
課
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ

下
水
道
課
庶
務

担
当
（
蕁
62
―

3
1
4
5
）

下
水
道
の
は
な
し

▲生活排水が流れ込み、洗濯等の泡が目立つ鶴川流域（新田倉） 6月7日撮影

下水道普及率（5月末現在）

浄
化
槽
を
正
し
く

使
い
ま
し
ょ
う

浄
化
槽
を
使
用
す
る
に
あ
た
っ

て
、
次
の
点
に
ご
留
意
く
だ
さ
い
。

①
ト
イ
レ
の
使
用
後
は
、
適
正
量

の
水
を
流
し
て
く
だ
さ
い
。

②
便
器
の
掃
除
は
ぬ
る
ま
湯
で
行

い
、
塩
酸
等
の
薬
品
は
使
わ
な

い
で
く
だ
さ
い
。

③
水
に
溶
け
る
ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー

パ
ー
を
お
使
い
く
だ
さ
い
。

④
浄
化
槽
の
通
気
装
置
（
ブ
ロ
ワ

ー
）
は
ふ
さ
が
な
い
で
く
だ
さ

い
。

⑤
浄
化
槽
の
電
源
は
、
絶
対
に
切

ら
な
い
で
く
だ
さ
い
。

⑥
紙
お
む
つ
や
生
理
用
品
を
流
さ

な
い
で
く
だ
さ
い
。

⑦
浄
化
槽
の
上
に
物
を
置
か
な
い

で
く
だ
さ
い
。

⑧
天
ぷ
ら
油
や
台
所
茶
物
を
流
さ

な
い
で
く
だ
さ
い
。

⑨
風
呂
水
や
洗
濯
水
な
ど
多
量
の

水
を
一
度
に
流
さ
な
い
で
く
だ

さ
い
。

⑩
ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー
の
使
い

す
ぎ
は
、
清
掃
時
期
が
早
く
な

り
ま
す
。

異
常
が
発
生
し
た
場
合
は
？

次
の
よ
う
な
異
常
が
発
生
し
た

場
合
は
、
設
置
業
者
か
、
保
守
点

検
委
託
業
者
に
相
談
し
て
く
だ
さ

い
。

①
ブ
ロ
ワ
ー
（
送
風
機
）
が
停
止

し
た
と
き
。

②
異
常
音
が
発
生
し
て
い
る
と

き
。

③
臭
気
が
ひ
ど
い
と
き
。

④
そ
の
他
気
に
な
る
こ
と
が
あ
っ

た
と
き
。

※
浄
化
槽
の
構
造
・
規
模
を
変
更

す
る
と
き
、
所
有
者
が
変
わ
る

と
き
、
浄
化
槽
を
廃
止
す
る
と

き
は
届
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。

詳
細
は
下
水
道
課
へ
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ

下
水
道
課
庶
務

担
当
（
蕁
62
―

3
1
4
5
）

浄化槽は正しく
使いましょう

浄化槽を設置しているみなさんへ



《
介
護
慰
労
金
》

介
護
慰
労
金
は
、
市
内
に
お
住

ま
い
で
、
日
頃
在
宅
で
ね
た
き
り

の
高
齢
者
や
認
知
症（
痴
呆
性
）高

齢
者（
本
年
4
月
1
日
現
在
65
歳

以
上
の
方
）を
介
護
し
て
い
る
介

護
者
に
対
し
て
、
そ
の
苦
労
に
報

い
る
と
と
も
に
、
在
宅
介
護
を
支

援
す
る
た
め
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

●
平
成
17
年
度
対
象
者

◎
ね
た
き
り
高
齢
者
の
介
護
者

日
常
生
活
自
立
度（
ね
た
き
り

度
）判
定
基
準
が
ラ
ン
ク
B
お

よ
び
C
に
該
当
す
る
方
で
、
そ

の
状
態
が
6
か
月
以
上
継
続
し

て
介
護
し
て
い
る
方

◎
認
知
症
高
齢
者
の
介
護
者

慰
労
金
受
給
資
格
認
定
基
準
痴

呆
の
状
況
で
、
記
憶
障
害
や
失

見
当
が
中
度
に
1
項
目
以
上
あ

り
、
か
つ
、
徘
徊
･
不
潔
行

為
･
失
禁
･
攻
撃
的
行
為
･
自

傷
行
為
･
火
の
扱
い
等
の
問
題

行
動
の
い
ず
れ
か
が
中
度
に
2

項
目
以
上
あ
る
方
で
、
そ
の
状

態
が
6
か
月
以
上
継
続
し
て
介

護
し
て
い
る
方

上野原市役所（電話： 6 2 - 3 1 1 1）
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※
両
方
に
該
当
す
る
場
合
で
も
ど

ち
ら
か
一
つ
と
な
り
ま
す
。
な

お
、
対
象
者
の
中
で
、
県
の
介

護
慰
労
金
に
該
当
す
る
方
に
つ

い
て
は
、
市
役
所
長
寿
健
康
課

に
お
い
て
申
請
を
行
い
ま
す
。

《
金
婚
式
･
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
婚
式
》

市
で
は
、
毎
年
、
各
地
区
の
敬

老
会
の
席
上
で
、
金
婚
式
･
ダ
イ

ヤ
モ
ン
ド
婚
式
の
対
象
者
に
、
褒

状
･
記
念
品
の
贈
呈
を
行
っ
て
い

ま
す
。

●
平
成
17
年
度
対
象
者

◎
金
婚
式

昭
和
30
年
中
に
、
婚
姻
届
を
提

出
し
て
い
る
ご
夫
婦

◎
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
婚
式

昭
和
20
年
中
に
、
婚
姻
届
を
提

出
し
て
い
る
ご
夫
婦

※
特
例
措
置
と
し
て
、
婚
姻
届
を

提
出
し
て
い
な
く
て
も
、
次
の

場
合
は
該
当
し
ま
す
。

【
金
婚
式
】
昭
和
31
年
中
に
第

1
子
が
誕
生
し
て
い
る
場
合

【
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
婚
式
】
昭
和

21
年
中
に
第
1
子
が
誕
生
し
て

い
る
場
合

※
対
象
者
の
調
査
は
、
各
地
区
民

生
委
員
児
童
委
員
の
協
力
に
よ

り
行
っ
て
い
ま
す
の
で
、
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ

長
寿
健
康
課
高

齢
者
介
護
担
当（
蕁
62
―

4
1
3

3
）

十
分
な
睡
眠
は

と
れ
て
い
ま
す
か
？

人
間
に
と
っ
て
必
要
な
睡
眠
時

間
は
ど
れ
く
ら
い
な
の
で
し
ょ
う

か
？
4
時
間
程
の
睡
眠
で
も
大
丈

夫
な
人
も
い
れ
ば
、
8
時
間
寝
て

も
ま
だ
眠
い
と
い
う
人
も
い
ま

す
。
昨
年
実
施
し
た
総
合
健
診
の

問
診
票
か
ら
は
、
20
歳
か
ら
88
歳

の
受
診
者
1
4
1
7
人
の
う
ち
5

7
6
人（
40
・
6
％
）の
方
が
寝
不

足
感
を
感
じ
る
と
い
う
結
果
に
な

っ
て
い
ま
す
。

眠
れ
な
い
と
悩
ん
で
い
る
方
や

寝
不
足
感
が
あ
る
方
も
多
い
よ
う

で
す
の
で
、
今
回
は
「
睡
眠
障
害

対
処
12
の
指
針
」
を
紹
介
し
ま
す
。

①
睡
眠
時
間
は
人
そ
れ
ぞ
れ
、
日

中
の
眠
気
に
困
ら
な
け
れ
ば
大

丈
夫

朝
、
気
分
よ
く
起
き
ら
れ
、
日

中
に
極
端
な
眠
気
が
な
け
れ
ば

睡
眠
は
十
分
で
す
。

②
刺
激
物
を
避
け
、
自
分
な
り
の

リ
ラ
ッ
ク
ス
法
を
行
な
う
。

カ
フ
ェ
イ
ン
に
は
、
覚
醒
作
用

が
あ
る
の
で
摂
取
を
控
え
る
こ

と
も
有
効
で
す
。
軽
い
読
書
、

ス
ト
レ
ッ
チ
体
操
な
ど
も
よ
い

で
し
ょ
う
。

③
眠
く
な
っ
て
か
ら
床
に
就
き
就

床
時
刻
に
は
こ
だ
わ
ら
な
い
。

そ
の
日
の
活
動
量
に
よ
り
寝
付

く
時
刻
は
変
わ
り
ま
す
。

④
同
じ
時
刻
に
毎
日
起
床
す
る
。

早
起
き
が
早
寝
に
通
じ
ま
す
。

ま
ず
は
早
く
起
き
る
習
慣
を
つ

け
ま
し
ょ
う
。

⑤
光
の
利
用
で
よ
い
睡
眠

人
は
起
床
し
て
明
る
い
光
を
見

る
こ
と
で
体
内
時
計
が
リ
セ
ッ

ト
さ
れ
、
そ
の
15
〜
16
時
間
後

に
眠
く
な
る
仕
組
み
に
な
っ
て

い
ま
す
。
朝
は
日
光
を
取
り
入

れ
部
屋
を
明
る
く
し
ま
し
ょ

う
。

⑥
規
則
正
し
い
3
度
の
食
事
と
運

動
習
慣

朝
食
は
心
と
体
の
生
活
リ
ズ
ム

を
つ
け
る
た
め
に
役
立
ち
ま
す

が
、
夕
食
を
就
眠
直
前
に
と
り

胃
腸
が
活
発
に
動
い
て
い
る
状

態
で
は
、
眠
り
に
く
く
な
り
ま

す
。
軽
い
疲
れ
を
伴
う
運
動
は

熟
睡
を
促
進
さ
せ
ま
す
。

⑦
昼
寝
を
す
る
な
ら
15
時
前
の
20

〜
30
分

長
い
昼
寝
は
ぼ
ん
や
り
の
も
と

に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
夕
方
以

降
の
昼
寝
は
夜
の
睡
眠
に
影
響

が
出
ま
す
。

⑧
眠
り
が
浅
い
と
き
に
は
む
し
ろ

積
極
的
に
遅
寝
、
早
起
き
に

集
中
し
て
眠
る
こ
と
で
熟
睡
感

が
得
ら
れ
る
場
合
も
あ
り
ま

す
。

⑨
睡
眠
中
の
激
し
い
イ
ビ
キ
、
呼

吸
停
止
や
足
の
ぴ
く
つ
き
・
む

ず
む
ず
感
は
要
注
意

背
後
に
睡
眠
の
病
気
が
隠
れ
て

い
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

⑩
十
分
に
眠
っ
て
も
日
中
の
眠
気

が
強
い
と
き
に
は
専
門
医
の
受

診
を

生
活
や
職
業
上
の
支
障
が
あ
る

場
合
は
病
気
の
可
能
性
も
あ
り

ま
す
。

⑪
睡
眠
薬
代
わ
り
の
寝
酒
は
不
眠

の
も
と

ア
ル
コ
ー
ル
は
眠
気
を
催
し
入

眠
を
助
け
る
作
用
も
あ
り
ま
す

が
、
眠
り
を
浅
く
さ
せ
た
り
も

し
ま
す
。

⑫
睡
眠
薬
は
医
師
の
指
示
で
正
し

く
使
え
ば
安
全

医
師
か
ら
正
し
く
処
方
さ
れ
る

睡
眠
薬
は
安
全
な
薬
で
す
。
服

薬
量
な
ど
を
守
り
、
正
し
く
飲

み
ま
し
ょ
う
。

こ
の
12
の
指
針
を
参
考
に
「
健

康
の
も
と
」
で
あ
る
睡
眠（
休
養
）

を
十
分
と
り
、
す
っ
き
り
、
す
が

す
が
し
い
毎
日
を
送
れ
る
よ
う
に

し
て
く
だ
さ
い
。



7 問い合わせ
子育て支援担当
電話 62-3115
保健担当
電話 62-4134
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★母子健康手帳交付・妊婦相談日
◎日　　時 毎週火・木曜日

午前9：00～11：00
◎場　　所 保健センター（勤労青少年ホーム）

★乳幼児健診（7/1～8/10までの予定）
《旧上野原町》

◎受付時間 午後1：00～1：20
◎場　　所 保健センター（勤労青少年ホーム）

《旧秋山村》

◎持 ち 物 母子健康手帳・問診票・早朝尿（3歳
児のみ）

◎受付時間 午後1：30～2：00
◎場　　所 国保直営診療所（秋山診療所）

★乳幼児すこやか発達相談
「子どものことばが遅い」「子どものくせが気に
なる」「こどもがすぐかんしゃくをおこして大変」
「お友だちと上手に遊べない」などの悩みごとの
相談を行っています。

◎日　　時 月１回（要予約）お気軽にご相談くだ
さい。

◎スタッフ　心理相談員・保健師・
小児神経医師（年3回）

★１日人間ドック（働きざかり花の実年検診）
◎対 象 者 市内に住民票のある35歳以上の方

（今年度中に35歳になる方も含む）
◎場　　所 ①市立病院 ②ＪＡ厚生連（甲府市）
◎検 診 日 ①毎週木曜日②7月12日（火）、8月8日

（月）、9月13日（火）
◎検 診 料 自己負担金 男性8,000円

（昼食代含む） 女性8,600円
◎申込み先　①市立病院（蕁62－5121）

②山梨県厚生連健康管理センター
（蕁0120－28－5592）

※オプション検査もありますので、詳細は各施設
へお問い合わせください。

※今年度中に45歳・55歳・60歳・65歳になる女性
の方は乳がん検診（マンモグラフィ検査、自己
負担金700円）を受診するようにしてください。

★乳がん施設検診
◎対 象 者 市内に住民票のある30歳以上の女性
◎検 診 料 700円
◎内　　容 視触診・乳房撮影（30歳代の方は超音

波検査、40歳以上の方はマンモグラ
フィ検査）

◎指定医療機関 市立病院
◎申 込 み　市立病院へ直接お申し込みください。

★健康相談（7/1～8/10までの予定）
《血圧が気になる人の健康相談》

◎対 象 者 市内にお住まいの40歳以上の方
◎内　　容　日常生活の過ごし方などの個別相談
◎持 ち 物 健康手帳（持っていない方には当日交付します。）

筆記用具
《すこやか健康相談》

◎対 象 者 市内にお住まいの方
◎内　　容　尿検査・体脂肪測定を行います。
◎持 ち 物 健康手帳（持っていない方には当日交付します。）

筆記用具

保健担当保健担当

持　ち　物
母子健康手帳
バスタオル・問診票
母子健康手帳
バスタオル・問診票
母子健康手帳
バスタオル・問診票
母子健康手帳
歯ブラシ・問診票
母子健康手帳・歯ブラシ
コップ・問診票・早朝尿

母子健康手帳
歯ブラシ・問診票

3～4
か月児

9～10
か月児

1 歳
6か月児

3 歳 児

2 歳 児
歯科健診

該当児
平成17年
3月生
平成16年
9月生
平成16年
10月生
平成15年
12月生
平成14年
4月生
平成15年
6月・7月
上旬生

実施日
7月26日
（火）
7月5日
（火）
8月2日
（火）
7月29日
（金）
7月20日
（水）

7月12日
（火）

幼児健診

該　当　児
1歳6か月児：平成16年1・2・3月生
2 歳 児：平成15年6・7・8月生
3 歳 児：平成14年5・6・7月生

実施日

8月9日
（火）

実施日
8月 1日（月）
8月 2日（火）
8月 9日（火）

時　　　間
午後 1：30～ 3：30
午後 1：30～ 3：30
午後 1：30～ 3：30

場　　　所
コモア1丁目集会所
島 田 支 所
甲 東 支 所

実施日
7月 5日（火）
7月12日（火）

時　　　間
午後 2：00～ 3：30
午後 1：30～ 3：30

場　　　所
秋 山 公 民 館
保健センター



③
聴
力
測
定

④
補
聴
器
調
整

●
費
用

無
料

●
申
込
み
方
法

予
約
制
で
す
の

で
、
事
前
に
電
話
ま
た
は
F
A
X

で
日
時
を
予
約
し
て
く
だ
さ
い
。

※
電
話
や
メ
ー
ル
で
の
相
談
も
常

時
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

●
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ

山
梨

県
立
ろ
う
学
校「
き
こ
え
と
こ

と
ば
の
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
」

雨
宮
・
金
子（
蕁
0
5
5
3
―

2

2
―

1
3
7
8
・
蕭
0
5
5
3
―

2
2
―

6
4
1
9
）ア
ド
レ
ス

sodan@
rogako.kai.ed.jp

身
体
障
害
者
の
巡
回
相
談
を

開
催
し
ま
す

障
害
者
相
談
所
で
は
、
肢
体
不

自
由
者
を
中
心
と
し
た
医
学
的
判

定
、
補
装
具
等
の
相
談
や
障
害
者

全
般
の
相
談
会
を
次
の
と
お
り
開

催
し
ま
す
。

●
日
時

8
月
3
日（
水
）午
前
10

時
〜
正
午
（
10
時
ま
で
に
会
場

に
お
越
し
く
だ
さ
い
。）

●
場
所

も
み
じ
ホ
ー
ル
3
階
会

議
室
5
・
6

※
原
則
と
し
て
、
予
約
制
で
す
の

で
、
あ
ら
か
じ
め
連
絡
し
て
く

だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ

福
祉
課
障
害
福

祉
担
当（
蕁
62
―

3
1
1
5
）

防
護
服
の
利
用
を
希
望
す
る
方

は
、
電
話
等
で
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。
貸
出
期
間
は
、
2
〜
3
日

で
す
。

●
問
い
合
わ
せ

生
活
環
境
課
生

活
環
境
担
当（
蕁
62
―

3
1
1
4
）

「
き
こ
え
」
と
「
こ
と
ば
」
の

相
談
会
の
お
知
ら
せ

山
梨
県
立
ろ
う
学
校
で
は
、
夏

休
み
子
ど
も
の「
き
こ
え
」と「
こ

と
ば
」の
相
談
会
を
次
の
と
お
り

開
催
し
ま
す
。

お
子
さ
ま
の「
き
こ
え
」「
こ
と

ば
」に
つ
い
て
少
し
で
も
不
安
の

あ
る
方
は
、
こ
の
機
会
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。
言
語
聴
覚
士
や
専
門

の
教
員
が
相
談
に
応
じ
ま
す
。

※
完
全
個
別
予
約
制
で
秘
密
は
厳

守
さ
れ
、
ろ
う
学
校
入
学
と
は

関
係
あ
り
ま
せ
ん
。

●
日
時

7
月
17
日（
日
）〜
22
日

（
金
）
午
前
9
時
〜
午
後
5
時

●
場
所

山
梨
県
立
ろ
う
学
校

（
山
梨
市
大
野
1
0
0
9
）

●
対
象
児

0
歳
児
か
ら
受
け
付

け
ま
す
。

●
相
談
内
容

①
お
子
さ
ま
の「
き
こ
え
」と「
こ

と
ば
」に
関
す
る
悩
み
相
談

②「
き
こ
え
」と「
こ
と
ば
」に
不
安

の
あ
る
お
子
さ
ま
へ
の
か
か
わ

り
方
の
ア
ド
バ
イ
ス
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上野原市役所（電話： 6 2 - 3 1 1 1）

市
職
員
採
用
に
つ
い
て

上
野
原
市
で
は
、
平
成
18
年
4

月
採
用
の
事
務
職
、
消
防
職
の
採

用
試
験
に
つ
い
て
は
実
施
い
た
し

ま
せ
ん
。

●
問
い
合
わ
せ

総
務
課
総
務
防

災
担
当（
蕁
62
―

3
1
1
7
）

私
立
幼
稚
園
就
園
奨
励
費

補
助
金
制
度

市
で
は
、
私
立
幼
稚
園
の
在
園

児
が
い
る
世
帯
に
、
市
民
税
課
税

額
に
応
じ
て
保
育
料
の
一
部
を
補

助
し
ま
す
。
こ
れ
は
、
私
立
幼
稚

園
児
の
保
護
者
の
負
担
を
軽
減

し
、
幼
稚
園
就
園
の
奨
励
を
目
的

と
す
る
も
の
で
す
。

こ
の
補
助
対
象
者
は
、
市
に
住

所
を
有
す
る
3
歳
、
4
歳
、
5
歳

児（
平
成
17
年
4
月
1
日
現
在
）を

私
立
幼
稚
園
に
就
園
さ
せ
て
い
る

世
帯
で
、
保
護
者
お
よ
び
世
帯
内

の
納
税
義
務
者
等
の
本
年
度
の
市

民
税
所
得
割
課
税
額
に
よ
っ
て
決

ま
り
ま
す
。

市
内
の
私
立
幼
稚
園
に
就
園
し

て
い
る
世
帯
に
は
幼
稚
園
を
と
お

し
て
お
知
ら
せ
し
ま
し
た
が
、
市

外
の
幼
稚
園
に
通
園
し
て
い
る
世

帯
で
、
ま
だ
申
請
を
し
て
い
な
い

方
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
　
学
校
教
育
課
学

校
教
育
担
当（
蕁
62
―

3
4
0
8
）

7
月
は
社
会
を
明
る
く
す
る

運
動
月
間
で
す

「
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
」

は
、
す
べ
て
の
国
民
が
、
犯
罪
や

非
行
の
防
止
と
罪
を
犯
し
た
人
た

ち
の
更
生
に
つ
い
て
理
解
を
深

め
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
に
お
い
て

力
を
合
わ
せ
、
犯
罪
や
非
行
の
な

い
明
る
い
社
会
を
築
こ
う
と
す
る

全
国
的
な
運
動
で
す
。

第
55
回
と
な
る
本
年
度
は
、
運

動
の
重
点
目
標
を「
地
域
活
動
の

推
進
に
よ
る
少
年
の
非
行
防
止
と

更
生
の
援
助
」と
定
め
、「
ふ
れ
あ

い
と
対
話
が
築
く
明
る
い
社
会
」

を
標
語
に
掲
げ
て
、
今
月
中
に

様
々
な
活
動
を
展
開
し
ま
す
。

こ
の
活
動
は
、
地
域
の
連
携
や

家
族
の
絆
を
深
め
、
夢
や
希
望
を

持
っ
て
お
互
い
に
支
え
合
い
、
安

全
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
明
る
い

地
域
を
つ
く
る
推
進
機
運
が
定
着

し
、
発
展
し
て
い
く
こ
と
を
大
き

な
狙
い
と
し
て
い
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ

福
祉
課
福
祉
総

務
担
当（
蕁
62
―

3
1
1
5
）

重
度
心
身
障
害
者
医
療
費

助
成
事
業
の
お
知
ら
せ

市
で
は
、
市
内
に
住
ん
で
い
る

重
度
の
心
身
障
害
を
持
つ
方
の
医

療
費
の
一
部
を
助
成
し
て
い
ま

す
。

●
対
象
者

市
内
に
住
所
を
有

し
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す

る
方

◎
身
体
障
害
者
手
帳
1
級
〜
3
級

の
所
持
者

◎
療
育
手
帳
A
の
所
持
者

◎
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
1

級
・
2
級
の
所
持
者

◎
国
民
年
金
法
1
級
・
2
級
と
同

等
程
度（
特
別
児
童
扶
養
手
当

1
級
・
2
級
の
対
象
児
童
を
含

む
）の
障
害
の
あ
る
方

●
問
い
合
わ
せ

福
祉
課
障
害
福

祉
担
当（
蕁
62
―

3
1
1
5
）

蜂
の
巣
取
り
の
防
護
服
を

お
貸
し
し
ま
す

市
で
は
、
個
人
の
住
宅
や
植
木

な
ど
に
作
ら
れ
た
蜂
の
巣
を
取
り

除
く
た
め
の
防
護
服
を
無
料
で
貸

し
出
し
て
い
ま
す
。



以
下
の
児
童
に
つ
い
て
は
、
公

表
さ
れ
て
い
る
デ
ー
タ
を
使
わ

な
い
で
、
自
分
で
調
べ
た
こ
と

を
グ
ラ
フ
に
し
て
く
だ
さ
い
。

・
作
品
の
大
き
さ
は
、
B
2
版
と

し
ま
す
。

・
紙
質
、
色
あ
い
は
自
由
で
す
。

・
1
人
何
点
で
も
応
募
で
き
ま

す
。
た
だ
し
、
2
枚
以
上
に
わ

た
る「
シ
リ
ー
ズ
も
の
」は
認
め

ま
せ
ん
。

・
5
人
以
内
な
ら
合
作
で
も
か
ま

い
ま
せ
ん
。

※
応
募
者
全
員
に
、
参
加
賞
を
贈

り
ま
す
。

●
応
募
締
切

9
月
9
日（
金
）

必
着（
郵
送
ま
た
は
持
参
）

●
応
募
・
問
い
合
わ
せ

山
梨
県

企
画
部
統
計
調
査
課（
甲
府
市

丸
の
内
1
―

6
―

1

蕁
0
5
5

―

2
2
3
―

1
3
4
4
）

経
営
者
な
ん
で
も
相
談
室
の

お
知
ら
せ

郡
内
地
域
中
小
企
業
支
援
セ
ン

タ
ー
で
は
、
創
業
や
経
営
革
新
等

に
関
す
る
「
経
営
者
な
ん
で
も
相

談
室
」
を
次
の
と
お
り
開
設
し
ま

す
。相

談
内
容
は
固
く
守
ら
れ
ま
す

の
で
、
ど
の
よ
う
な
相
談
で
も
か

ま
い
ま
せ
ん
の
で
ご
利
用
く
だ
さ

い
。

統
計
グ
ラ
フ
コ
ン
ク
ー
ル

作
品
募
集

山
梨
県
お
よ
び
県
統
計
協
会
で

は
、
み
な
さ
ん
か
ら
統
計
を
わ
か

り
や
す
く
表
し
た
グ
ラ
フ
を
、
次

の
要
領
で
募
集
し
ま
す
。

県
内
在
住
の
小
学
生
以
上
の
方

な
ら
ど
な
た
で
も
応
募
で
き
ま

す
。
ふ
る
っ
て
応
募
し
て
く
だ
さ

い
。

●
各
部
門

・
第
1
部
　
小
学
校
1
・
2
年
生

・
第
2
部
　
小
学
校
3
・
4
年
生

・
第
3
部
　
小
学
校
5
・
6
年
生

・
第
4
部
　
中
学
生

・
第
5
部
　
高
等
学
校
以
上
の
生

徒
・
学
生
、
一
般
の
方

・
パ
ソ
コ
ン
統
計
グ
ラ
フ
の
部

小
学
校
の
児
童
以
上

●
応
募
要
領

・
課
題
は
、
各
部
門
と
も
自
由
で

す
。
た
だ
し
、
小
学
校
4
年
生

家庭児童相談室を
開設しています

な
お
、
両
日
以
外
に
も
各
支
援

セ
ン
タ
ー
で
相
談
を
受
け
付
け
て

い
ま
す
の
で
、
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

●
場
所

都
留
市
商
工
会
館

●
日
時

７
月
21
日（
木
）
11
月

21
日（
月
）
午
後
1
時
30
分
〜

4
時
30
分

●
問
い
合
わ
せ

郡
内
地
域
中
小

企
業
支
援
セ
ン
タ
ー（
蕁
43
―

1

5
7
0
）ま
た
は
経
済
課
産
業

振
興
担
当（
蕁
62
―

3
1
1
9
）

7
月
の
「
子
育
て
プ
レ
イ

ル
ー
ム
」
の
お
知
ら
せ

市
教
育
委
員
会
で
は
、
月
2
回

市
立
保
育
所
嘱
託
保
育
士

登
録
者
を
募
集
し
ま
す

市
で
は
、
次
の
と
お
り
市
立
保

育
所
嘱
託
保
育
士
登
録
者
を
募
集

し
ま
す
。

登
録
さ
れ
た
方
の
中
か
ら
、
市

立
保
育
所
の
保
育
士
に
欠
員
が
生

じ
た
場
合
等
必
要
に
応
じ
て
、
該

当
す
る
保
育
所
の
嘱
託
保
育
士
と

し
て
採
用
し
ま
す
。

●
資
格

保
育
士
資
格
登
録
者

●
登
録
の
有
効
期
間

平
成
18
年

3
月
末
ま
で

●
申
込
み
方
法

履
歴
書
、
保
育

士
証（
保
育
士（
保
母
）資
格
証

明
書
）は
不
可
）を
持
参
し
て
、

福
祉
課
子
育
て
支
援
担
当
ま
で

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

●
受
付
期
間

7
月
1
日
〜
8
月

31
日

●
問
い
合
わ
せ

福
祉
課
子
育
て

支
援
担
当（
蕁
62
―

3
1
1
5
）
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も
み
じ
ホ
ー
ル
の
一
室
を「
子
育

て
プ
レ
イ
ル
ー
ム
」と
し
て
開
放

し
て
い
ま
す
。
親
子
が
安
心
し
て

遊
べ
る
場
所
、
情
報
交
換
の
場
所

と
し
て
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ

い
。

●
日
時

7
月
13
日（
水
）・
27
日

（
水
）
午
前
9
時
〜
正
午

●
利
用
方
法

希
望
者
は
あ
ら
か

じ
め
左
記
ま
で
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。
な
お
、
一
度
申
し
込

み
を
さ
れ
た
方
は
、
再
度
申
し

込
む
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

●
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ

社
会

教
育
課
社
会
教
育
担
当（
蕁
62
│

3
4
0
9
）

区　　　分 日　　　時 場　　所

子供の心配ごと相談

ふれあい福祉相談

定 例 人 権 相 談

子供のいじめ相談

行 政 相 談 所

ハローワーク出張相談

社 会 保 険 相 談 所

結 婚 相 談 所

学校カウンセラー
教 育 相 談

14日・28日 市老人福祉センター

市老人福祉センター
63-3444

奈良貞夫さん宅
63-1029

もみじホール相談室

もみじホール
会議室１

町商工会

織物工業協同組合

午前  10：30 ～ 午後 4：00
毎週月・木曜日（祝日を除く）
午前 10：00 ～ 午後 3：00
8日
午前 10：00 ～ 　　正　午
毎日
午後 6：00 ～ 午後 9：00

14日
午前 9：30 ～ 午後 4：00
毎週日曜日
午前 10：00 ～ 午後 3：00

毎週月曜日 ～ 木曜日
　　　　　　　　（祝日を除く）
　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　 
午前 9：00 ～ 午後 4：00

7月の相談日

63-5700
0120-28-7830

午前 10：00 ～ 午後 3：00
5・19日

22日
午前 10：00 ～ 午後 3：00

もみじホール
3階和室

市役所会議室A
秋山公民館

市では、育児・健康など子育て
全般に関して電話、または、面接
による相談を行う「家庭児童相談
室」を開設しています。
●相談内容
育児や子どもの健康の悩みなど
●相談時間
平日8時30分～5時15分
●相談員
家庭児童相談員、保健師など
●専用電話 蕁62―1199（直通）
※プライバシーを厳守します。
●問い合わせ
福祉課子育て支援担当

蕁62―3115



時
の
介
護
を
必
要
と
す
る
在
宅
の

方
に
支
給
さ
れ
ま
す
。
支
給
額
は

月
額
1
4
4
3
0
円
で
す
。

●
支
給
制
限

支
給
対
象
児
が
障

害
を
事
由
と
す
る
年
金
等
の
給

付
を
受
け
て
い
る
と
き
や
、
施

設
等
に
入
所
し
た
場
合
、
ま
た
、

所
得
制
限
に
該
当
す
る
場
合
は

支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。

●
問
い
合
わ
せ

福
祉
課
障
害
福

祉
担
当（
蕁
62
―

3
1
1
5
）

戦
没
者
等
の
遺
族
の
皆
様
へ

―
第
八
回
特
別
弔
慰
金
が

支
給
さ
れ
ま
す
ー

戦
没
者
等
の
死
亡
当
時
の
ご
遺

族
の
方
で
、
平
成
17
年
4
月
1
日

時
点
に
お
い
て
、
公
務
扶
助
料
や

遺
族
年
金
等
を
受
け
る
方
が
い
な

い
場
合
に
は
、
次
の
対
象
者
順
位

で
最
初
に
該
当
す
る
ご
遺
族
の
方

1
名
に
対
し
、
額
面
40
万
円
、
10

年
償
還
の
記
名
国
債
が
支
給
さ
れ

ま
す
。

●
対
象
者

1
弔
慰
金
の
受
給
者

2
戦
没
者
等
の
子

3
①
父
母
　
②
孫
　
③
祖
父
母

④
兄
弟
姉
妹（
戦
没
者
等
と
生

計
関
係
を
有
し
て
お
り
、
か
つ
、

戦
没
者
等
と
氏
が
同
じ
で
あ
る

方
）

4
右
記
3
以
外
の
①
父
母
　
②
孫

《
エ
ク
セ
ル
応
用
・
1
回
目
》

●
対
象
者
　
エ
ク
セ
ル
の
基
礎
知

識
を
習
得
し
て
い
る
方

●
日
程

9
月
5
・
6
・
8
・

9
・
12
・
13
日
の
6
日
間

●
時
間

午
後
6
時
〜
8
時
50
分

●
定
員

20
名

●
受
講
料
　
2
1
0
0
円

●
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ

県
立

都
留
高
等
技
術
専
門
校（
蕁
43
―

8
9
1
1
）

ご
存
知
で
す
か
？

特
別
児
童
扶
養
手
当

特
別
障
害
者
手
当

障
害
児
福
祉
手
当

《
特
別
児
童
扶
養
手
当
》

特
別
児
童
扶
養
手
当
は
、
身
体

ま
た
は
精
神
に
中
度
以
上
の
障
害

の
あ
る
20
歳
未
満
の
児
童
を
養
育

し
て
い
る
父
母
等
に
支
給
さ
れ
ま

す
。
支
給
額
は
1
級
が
月
額
5
0

9
0
0
円
、
2
級
が
月
額
3
3
9

0
0
円
で
す
。

●
支
給
制
限

施
設（
通
園
施
設

を
除
く
）に
入
所
し
た
場
合
や

所
得
制
限
に
該
当
す
る
場
合
は

支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。

《
特
別
障
害
者
手
当
》

特
別
障
害
者
手
当
は
、
20
歳
以

上
で
著
し
く
重
度
の
障
害
の
状
態

に
あ
り
、
常
時
特
別
な
介
護
を
必

要
と
す
る
在
宅
の
方
に
支
給
さ
れ

ま
す
。
支
給
額
は
月
額
2
6
5
2

0
円
で
す
。

●
支
給
制
限

支
給
対
象
者
が
施

設
等
に
入
所
し
た
場
合
、
お
よ

び
継
続
し
て
3
か
月
以
上
病
院

に
入
院
し
て
い
る
場
合
、
ま
た
、

所
得
制
限
に
該
当
す
る
場
合
は

支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。

《
障
害
児
福
祉
手
当
》

障
害
児
福
祉
手
当
は
、
20
歳
未

満
で
、
重
度
の
障
害
の
状
態
に
あ

る
た
め
、
日
常
生
活
に
お
い
て
常
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「市民のみなさんと市長との直接対話窓口」は、市長が地域の身近な

課題や市民のみなさんの提言等を直接お伺いし、お答えしていきます。

市民のみなさんの多くのご意見・ご提言をお待ちしてい
ますので、どうぞお気軽にご来庁ください。
●日　時　毎月1回、午前9時から11時までの2時間を目安に実施します。
●方　法　お一人または1組（5人程度）を対象として、対話時間はおお

むね20分とします。
●場　所　上野原市役所市長室
●申込み・問い合わせ　　上野原市役所総務部企画課企画調整担当

蕁62－3118 蕭62－5333
E－mail：kikaku@city.uenohara.lg.jp

「市民のみなさんと市長との
直接対話窓口」を開設しています

7月の「市民のみなさんと市長との直接対話窓口」
は、7月20日（水）午前9時から11時です。

市町村振興宝くじ
ササママーージジャャンンボボ宝宝くくじじ
☆1等・前後賞あわせて3億円
●発売期間　7月15日（金）～8月2日（火）
●抽選日　　8月12日（金）
※この宝くじの収益金は、市町村の明るく
住みよい街づくりに使われます。

③
祖
父
母
　
④
兄
弟
姉
妹

5
右
記
1
か
ら
4
以
外
の
三
親
等

内
の
親
族（
戦
没
者
等
の
死
亡

時
ま
で
引
き
続
き
1
年
以
上
生

計
関
係
を
有
し
て
い
た
方
に
限

ら
れ
ま
す
。）

●
請
求
期
限

平
成
20
年
3
月
31

日
●
手
続
き
場
所
・
問
い
合
わ
せ

福
祉
課
福
祉
総
務
担
当（
蕁
62
―

3
1
1
5
）

借
金
問
題
で
困
っ
て
い
る
方

の
た
め
の
無
料
法
律
相
談
会

山
梨
県
青
年
司
法
書
士
協
議
会

で
は
、
次
の
と
お
り
借
金
問
題
で

困
っ
て
い
る
方
の
た
め
の
無
料
法

律
相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。

（
要
予
約
）

●
日
時

7
月
31
日（
日
）
午
後

1
時
〜
4
時

●
場
所

富
士
河
口
湖
町
中
央
公

民
館

●
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ

山
梨

県
司
法
書
士
会
（
蕁
0
5
5
│

2
5
3
│

6
9
0
0
）

職
業
訓
練
生
を
募
集
し
ま
す

県
立
都
留
高
等
技
術
専
門
校
で

は
、
次
の
と
お
り
職
業
訓
練
生
を

募
集
し
ま
す
。



第1次試験

9月26・27日のいず
れか1日（男子）
9月25日（女子）

9月17日

9月23日

11月5日～6日

10月16日

願書受付期間

8月1日～9月8日

9月9日～30日

一
般

9月5日～7日

9月9日～30日

9月24日～25日

11月12日～13日
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遺
跡
で
の
工
事
は
届
出
が

必
要
で
す

市
内
で
は
162
か
所
の
遺
跡
が
確

認
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
場
所

で
建
物
等
の
工
事
を
行
う
場
合
、

事
業
者
は
届
出
等
の
手
続
き
が
必

要
で
す
。
さ
ら
に
工
事
で
遺
跡
に

影
響
が
お
よ
ぶ
場
合
に
は
発
掘
調

査
も
必
要
と
な
り
ま
す
。

こ
の
た
め
事
業
者
の
方
は
、
工

事
計
画
地
が
遺
跡
に
該
当
す
る
か

ど
う
か
を
早
め
に
市
教
育
委
員
会

に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。
手
続
き

の
一
例
は
次
の
と
お
り
で
す
。

《
個
人
専
用
住
宅
新
築
の
場
合
》

①
事
前
相
談

市
教
育
委
員
会

（
も
み
じ
ホ
ー
ル
1
階
）で
お
受

け
し
ま
す
。
遺
跡
に
該
当
す
る

場
合
は
次
の
手
続
き
を
し
ま

す
。

②
届
出

県
へ
届
出
書
類
を
提
出

し
ま
す
。

③
試
掘
調
査

現
地
で
市
の
専
門

職
員
が
行
い
ま
す
。
1
日
〜
数

日
で
終
了
し
、
費
用
は
市
が
負

担
し
ま
す
。

④
発
掘
調
査

試
掘
の
結
果
を
も

と
に
協
議
し
、
工
事
で
遺
跡
に

影
響
が
お
よ
ぶ
場
合
は
市
が
発

掘
調
査
を
行
い
ま
す
。
数
日
〜

数
週
間
で
終
了
し
、
費
用
は
市

が
負
担
し
ま
す
。

他
の
工
事
の
手
続
き
も
概
ね
こ

の
と
お
り
で
す
が
、
工
事
内
容
で

調
査
期
間
や
費
用
負
担
者
が
異
な

り
ま
す
。

な
お
、
市
開
発
行
為
指
導
要
綱

に
係
る
大
規
模
工
事
の
場
合
は
、

遺
跡
が
確
認
さ
れ
て
い
な
い
地
域

で
も
試
掘
調
査
を
実
施
す
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。
み
な
さ
ん
の
ご
協

力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ

社
会
教
育
課
社

会
教
育
担
当（
蕁
62
│

3
4
0
9
）

平成17年5月30日付けで、厚生
労働省から日本脳炎ワクチン予防
接種の積極的勧奨の差し控えにつ
いての勧告通知がありました。
これを受け上野原市におきまし

ても、特に希望する方を除き当面
の間中止することといたします。
詳細は厚生労働省のホームページ
をご覧ください。
今後、再開するときは広報等に

掲載します。
また、戸外に出るときは日本脳

炎ウィルスを媒介する蚊に刺され
ないように注意してください。
●問い合わせ　福祉課子育て支援
担当蕁62―3115

日本脳炎予防接種実施
の見合わせについて

募集種目

2等陸・海・空士

曹候補士
（陸・海・空）

一般曹候補学生
（陸・海・空）

航空学生
（海・空）

防衛大学校学生

防衛医科大学校学生

看護学生

区　分

資格

18歳以上
27歳未満の者

18歳以上
27歳未満の者

18歳以上
24歳未満の者

高卒（見込）
21歳未満の者

高卒（見込）
21歳未満の者

高卒（見込）
21歳未満の者

高卒（見込）
24歳未満の者

概　要

陸上は2年、海上・航空
は3年を1任期として任用
（以降2年を1任期）
入隊後3年経過以降選考
により3等陸・海・空曹
へ

教育期間約2年終了後
3等陸・海・空曹

飛行機・ヘリコプターの
パイロット養成コース
入隊後6年で幹部昇任
修学年限4年
卒業後1年で幹部自衛官
に昇任
修学年限6年
医師免許取得後は幹部自
衛官に昇任
修学年限3年
看護師免許取得後2等陸
曹に昇任

推
薦

平成17年度自衛官等募集案内

URL http://www.yamanashi.plo.jda.go.jp i-mode:www.yamanashi.plo.jda.go.jp/i/index.htm

Eーmail:hq1@yamanashi.plo.jda.go.jp

自衛隊山梨地方連絡部大月募集事務所　蕁22ー1298

自衛隊山梨地方連絡部本部　　　　　　蕁055ー253ー1591（代）問い合わせ



5
│

2
2
3
│

1
5
7
4
）

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
大
月
か
ら

お
知
ら
せ

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
あ
る
「
求
人

自
己
検
索
シ
ス
テ
ム
」
は
、
簡
単

な
操
作
で
ご
自
分
で
仕
事
を
さ
が

す
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ハ
ロ
ー
ワ

ー
ク
八
王
子
、
立
川
、
相
模
原
の

求
人
も
す
べ
て
み
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
も
ち
ろ
ん
ご
相
談
・
紹
介

も
行
っ
て
い
ま
す
の
で
、
お
気
軽

に
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
大
月
ま
で
お
立

ち
寄
り
く
だ
さ
い
。

●
利
用
時
間

午
前
8
時
30
分
〜

午
後
5
時

●
問
い
合
わ
せ

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

大
月
担
当
職
業
相
談
部
門（
蕁

22
│

8
6
0
9
）

3
電
話
・
携
帯
電
話（
Ｐ
Ｈ
Ｓ
）・

電
子
メ
ー
ル
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
の
い
ず

れ
か
に
よ
り
ご
連
絡
の
取
れ
る
方

●
応
募
方
法

1
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
登
録
フ
ォ
ー

ム
に
よ
る
応
募

http
://w
w
w
.p
ref.yam

anashi.j

p
/fc/w

s_xtra.htm

2
応
募
用
紙
で
の
Ｆ
Ａ
Ｘ
ま
た
は

郵
送
に
よ
る
応
募

応
募
用
紙
は
、
事
務
局
へ
ご
連

絡
い
た
だ
け
れ
ば
Ｆ
Ａ
Ｘ
ま
た

は
郵
送
で
お
送
り
し
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ

富
士
の
国
や
ま

な
し
フ
ィ
ル
ム
・
コ
ミ
ッ
シ
ョ

ン
事
務
局（
県
観
光
部
観
光
企

画
課
内
）

〒
4
0
0
│

8
5
0
1
甲
府
市

丸
の
内
1
│

6
│

1（
蕁
0
5
5
│

2
2
3
│

1
5
5
6
・
蕭
0
5

第
30
回
県
下
少
年

柔
道
大
会
で
優
勝

5
月
22
日
、
小
瀬
武
道
館
で
行

わ
れ
た
第
30
回
県
下
少
年
柔
道
大

会
に
お
い
て
、
当
市
疾
風
道
場
上

野
原
教
室
の
選
手
た
ち
が
優
勝
を

飾
る
活
躍
を
し
ま
し
た
。

優
勝

《
小
学
3
・
4
年
生
の
部
団
体
戦
》

・
山
崎
円
頼
さ
ん

・
丸
山
直
輝
さ
ん

・
浅
見
貴
哉
さ
ん

・
神
山
啓
太
さ
ん

・
佐
藤
真
也
さ
ん

夏
の
E
ｙ
ｅ
愛
ひ
と
み

相
談
会
の
お
知
ら
せ

山
梨
県
立
盲
学
校
で
は
、
夏
の

E
y
e
愛
ひ
と
み
相
談
会
を
次
の
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〔作者〕服部
はっとり

保
たもつ

（洋画家）
〔画題〕鵜飼

う か い

キャンバス・油彩・額装・共タト
ウ

〔作者略歴〕
岐阜県生まれ、師石井柏亭

いしいはくてい

、関西美術
院・川端画学校で学ぶ、渡欧、サロ
ン・ドートンヌ賞、日展入選、元一水
会員、平成9年没、82才

〔作者〕加倉井和夫
か く ら い か ず お

（日本画家）
〔画題〕翠鳴

すいめい

紙本着色・額装・共シール

7月の書画展示のお知らせ
（市役所1階会計課横）7月1日～29日

次回･･･8月展示

と
お
り
開
催
し
ま
す
。

お
子
さ
ん
の
見
え
方
に
つ
い
て

不
安
を
感
じ
て
い
る
方
、
成
人
さ

れ
て
か
ら
目
に
障
害
を
持
ち
悩
ん

で
い
る
方
、
視
覚
に
問
題
が
あ
る

子
ど
も
さ
ん
を
指
導
し
て
い
る
先

生
な
ど
、
目
の
こ
と
で
お
悩
み
の

方
は
、
赤
ち
ゃ
ん
か
ら
お
年
寄
り

ま
で
年
齢
は
問
い
ま
せ
ん
。
お
気

軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

●
日
時
場
所

7
月
18
日（
月
）都
留
市
ふ
る
さ

と
会
館

7
月
30
日（
土
）県
立
盲
学
校
六

星
館

時
間
は
い
ず
れ
も
午
前
10
時
〜

午
後
4
時

●
相
談
費
用

無
料

●
申
込
み
方
法

前
日
ま
で
に
電

話
で
申
し
込
み
を
お
願
い
し
ま

す
。

5月22日、山梨学院大学で行われた
第13回全国中学生空手道選手権大会山
梨県予選において、島田中学校の上條
綾香さんが中学生女子組手の部で準優
勝を飾り、第13回全国中学生空手道選
手権および第8回関東中学生選手権大
会の出場権を手にしました。

第13回全国中学生空手道
選手権出場

上條綾香さん

●
受
付
時
間
　
平
日
の
午
前
9
時

〜
午
後
5
時
ま
で

※
な
お
、
こ
の
2
日
間
以
外
の
7

月
31
日（
日
）に
、
目
の
こ
と
で

お
悩
み
の
方
を
対
象
に
サ
マ
ー

ス
ク
ー
ル
を
開
催
し
ま
す
。
詳

細
に
つ
い
て
は
、
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

●
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ

山
梨

県
立
盲
学
校
視
覚
障
害
教
育
相

談
・
支
援
セ
ン
タ
ー（
蕁
0
5

5
―

2
2
6
―

3
3
6
1

蕭
0

5
5
―

2
2
6
―

3
3
6
2
）

エ
キ
ス
ト
ラ
募
集

「
富
士
の
国
フ
ィ
ル
ム
コ
ミ
ッ

シ
ョ
ン
」
で
は
、
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ

や
映
画
の
撮
影
に
ご
協
力
い
た
だ

け
る
エ
キ
ス
ト
ラ
の
方
を
募
集
し

て
い
ま
す
。

応
募
い
た
だ
い
た
エ
キ
ス
ト
ラ

の
方
は
、
登
録
し
、
必
要
に
応
じ

て
映
像
制
作
者
に
紹
介
し
ま
す
。

な
お
、
エ
キ
ス
ト
ラ
は
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
で
の
参
加
と
な
り
ま
す
の

で
、
基
本
的
に
報
酬
な
ど
は
あ
り

ま
せ
ん
。

●
応
募
資
格

1
年
齢
・
性
別
は
問
い
ま
せ
ん
。

※
た
だ
し
、
18
歳
以
下
の
方
は
、

保
護
者
の
同
意
が
必
要
に
な
り

ま
す
。

2
山
梨
県
内
に
お
住
ま
い
の
方



・
須
森
祥
希
さ
ん

（
小
学
生
5
年
男
子
の
部
）

準
優
勝

《
形
の
部
》

・
村
田
望
留
さ
ん

（
小
学
生
3
年
男
子
の
部
）

《
組
手
の
部
》

・
鈴
木
涼
雅
さ
ん

（
小
学
生
3
年
男
子
の
部
）

・
榎
本
燿
さ
ん

（
小
学
生
4
年
女
子
の
部
）

・
大
隅
愛
斗
さ
ん

（
小
学
生
6
年
男
子
の
部
）

市
ア
マ
チ
ュ
ア
ゴ
ル
フ
選
手

権
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た

6
月
2
日
、
レ
イ
ク
相
模
カ
ン

ト
リ
ー
ク
ラ
ブ
に
お
い
て
、
市
ゴ

ル
フ
連
盟
主
催
に
よ
る
市
ア
マ
チ

ュ
ア
ゴ
ル
フ
選
手
権
大
会
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
こ
の
大
会
の
結
果
、

成
績
上
位
者
の
中
か
ら
４
人
の
方

が
市
代
表
と
し
て
、
県
体
育
祭
り

に
出
場
し
ま
す
。

【
大
会
結
果
】（
敬
称
略
）

●
グ
ロ
ス
の
部

《
優
勝
》
宮
坂
和
秀

《
準
優
勝
》
石
井
夏
希

《
3
位
》
森
屋
智
之

●
新
ペ
リ
ア
の
部

《
優
勝
》
梅
屋
美
信

《
準
優
勝
》
細
川
桂
一

《
3
位
》
網
野
清
治
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富
士
北
麓
・
東
部
地
域
振
興
局
健
康
福
祉
部
（
大
月
保
健
所
）

大
月
市
大
月
町
花
咲
1
6
0
8
―
3
（
蕁
22
│

7
8
2
4
）

栄
養
指
導
の
ご
案
内

生
活
習
慣
病
の
発
症
や
進
行

は
、
普
段
の
食
生
活
や
運
動
・
喫

煙
・
飲
酒
な
ど
、
生
活
習
慣
と
の

関
わ
り
が
深
く
、
早
急
に
生
活
習

慣
の
見
直
し
と
改
善
が
必
要
で

す
。
放
置
し
て
お
く
と
、
生
命
や

生
活
を
お
び
や
か
す
こ
と
に
な
り

か
ね
ま
せ
ん
。

自
分
の
生
活
習
慣
を
振
り
返

り
、
病
気
の
改
善
や
進
行
を
防
ぎ

ま
し
ょ
う
。

保
健
所
で
は
、
食
生
活
な
ど
の

指
導
を
行
い
、
病
気
の
改
善
に
向

け
た
お
手
伝
い
を
し
て
い
ま
す
。

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

●
対
象
者

高
血
圧
・
高
脂
血
症

糖
尿
病
・
心
疾
患
・
腎
臓
病
・

肥
満
症
な
ど
、
栄
養
指
導
が
必

要
な
方
と
そ
の
家
族

●
申
込
み

主
治
医
と
相
談
の
う

え
、
電
話
に
て
予
約
し
て
く
だ

さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ

長
寿
健
康
課

（
蕁
22
―

7
8
2
5
）

特
定
疾
患
医
療
費
助
成
制
度

原
因
が
不
明
で
、
治
療
法
が
確

立
し
て
い
な
い
病
気
を
い
わ
ゆ
る

難
病
と
い
い
ま
す
。

そ
の
う
ち
、
国
の
定
め
た
難
病

（
特
定
疾
患
）
に
つ
い
て
は
、
治

療
方
法
の
研
究
を
進
め
る
と
同
時

に
、
医
療
費
の
軽
減
を
図
っ
て
い

ま
す
。
軽
減
措
置
は
、
病
気
の
重

傷
度
、
所
得
額
等
に
よ
り
自
己
負

担
額
が
異
な
っ
て
い
ま
す
。

●
対
象
者

膠
原
病

こ
う
げ
ん
び
ょ
う

な
ど
45
疾
患

と
診
断
さ
れ
た
方

●
申
請
窓
口

富
士
北
麓
・
東
部

地
域
振
興
局
健
康
福
祉
部

（
大
月
保
健
所
）

●
手
続
き

必
要
書
類
は
、

①
特
定
疾
患
医
療
受
給
者
交
付
申

請
書

②
医
師
の
診
断
書

③
住
民
票

④
保
険
証
の
写
し

※
療
養
生
活
に
関
す
る
相
談
も
行

っ
て
い
ま
す
。
詳
し
く
は
、
当

健
康
福
祉
部
健
康
支
援
課
ま
で

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ

健
康
支
援
課

（
蕁
22
―

7
8
2
7
）

伝
　
　
言
　
　
板

第
5
回
全
日
本
少
年
少
女

空
手
道
選
手
権
大
会
出
場
へ

5
月
15
日
、
小
瀬
武
道
館
で
第

5
回
全
日
本
少
年
少
女
空
手
道
選

手
権
大
会
山
梨
県
予
選
会
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
こ
の
大
会
で
、
市
ス

ポ
ー
ツ
少
年
団
所
属（
北
神
館
空

手
道
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
・
上
野
原

空
手
道
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
）の
選

手
た
ち
が
優
勝
・
準
優
勝
を
飾

り
、
7
月
31
日
に
東
京
武
道
館
で

行
わ
れ
る
全
国
大
会
に
県
代
表
と

し
て
出
場
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。

優
勝

《
形
の
部
》

・
志
村
一
真
さ
ん

（
小
学
生
5
年
男
子
の
部
）

《
組
手
の
部
》

・
小
俣
友
輝
さ
ん

（
小
学
生
1
年
男
子
の
部
）

・
岡
部
美
玖
さ
ん

（
小
学
生
2
年
女
子
の
部
）

・
小
倉
礼
比
奈
さ
ん

（
小
学
生
5
年
女
子
の
部
）

佐
藤
佳
弘
さ
ん

島
田
地
区
に
お
住
ま
い
の
佐
藤
佳
弘

さ
ん
は
、
長
年
に
わ
た
り
民
生
委
員
と

し
て
南
北
都
留
郡
民
生
委
員
児
童
委
員

協
議
会
会
長
を
歴
任
す
る
な
ど
、
地
域

福
祉
の
増
進
に
貢
献
し
た
功
績
が
認
め

ら
れ
、
厚
生
労
働
大
臣
特
別
表
彰
を
受

け
ら
れ
ま
し
た
。

佐
藤
　
孝
さ
ん

上
野
原
地
区
に
お
住
ま
い
の
佐
藤
孝

さ
ん
は
、
長
年
に
わ
た
り
民
生
委
員
と

し
て
上
野
原
町
民
生
委
員
児
童
委
員
協

議
会
副
会
長
を
歴
任
す
る
な
ど
、
地
域

福
祉
の
増
進
に
貢
献
し
た
功
績
が
認
め

ら
れ
、
厚
生
労
働
大
臣
特
別
表
彰
を
受

け
ら
れ
ま
し
た
。

厚生労働大臣特別表彰



巌
地
区

栗
林
勇い

さ
む（

涼
）、
志
村
莉
沙

り

さ

（
智
）、

岡
部
歩
実

あ
ゆ
み（

順
次
）、
ロ
ペ
ス
、
ア
リ

サ（
ロ
ペ
ス
エ
ス
ピ
ノ
サ
、
フ
ラ
ン

シ
ス
コ
リ
ノ
）、
笠
井
敦
仁

あ
つ
ひ
と（

寛
仁
）、

闊
田
翔し

ょ
う（

雅
彦
）

島
田
地
区

梶
原
萌
生

め

い（
盛
光
）

上
野
原
地
区

脇
坂
早
也

さ
あ
や（

秀
孝
）、
富
田
翔
子

し
ょ
う
こ

（
浩
一
）、
加
藤
菜
美
果

な

み

か

（
久
光
）、

山
下
峻
輔

し
ゅ
ん
す
け（

勝
俊
）、
渡
邊
璃
子

り

こ

（
恭
一
郎
）

秋
山
地
区

関
戸
空
牙

く
う
が（

光
）、
保
坂
友と

も（
伸
）

巌
地
区

和
智
裕
也
＝
水
越
さ
お
り

婚

姻

誕

生

お
め
で
た

お
く
や
み

◎
こ
の
欄
は
、
市
役
所
窓
口
に
希
望
が

あ
っ
た
方
の
み
掲
載
し
て
い
ま
す
。

※
敬
称
略
　
順
不
同

（

）
は
、
誕
生
の
場
合
は
保
護
者
、

死
亡
の
場
合
は
届
出
人

＝
5
月
中
届
出
分
＝
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掲載写真募集！掲載したい写真をお持ちのうえ企画課までお越しください。
問い合わせ 企画課企画調整担当（電話62-3118）

ヘ
ル
ニ
ア（
脱
腸
）の

早
期
受
診
の
勧
め

上
野
原
市
立
病
院
　
外
科

小
林
敏
樹
　
医
師

NO.5

「
ヘ
ル
ニ
ア
」
と
い
う
言
葉
に

聞
き
覚
え
は
あ
る
で
し
ょ
う
か
。

「
脱
腸
」
と
い
う
と
わ
か
る
方
も

い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

立
ち
上
が
っ
た
り
、
力
を
入
れ

た
り
す
る
作
業
を
す
る
と
き
に
、

足
の
付
け
根
の
辺
り
に
ピ
ン
ポ
ン

球
く
ら
い
の
大
き
さ
の
ふ
く
ら
み

の
で
き
る
人
が
い
た
ら
、
そ
れ
が

鼠
径

そ
け
い

ヘ
ル
ニ
ア
と
い
う
も
の（
腸

が
お
腹
の
外
に
脱
出
し
て
い
る
状

態
）で
す
。
多
く
の
も
の
は
、
自

分
で
押
し
込
ん
だ
り
す
る
と
戻
っ

て
し
ま
う
し
、
痛
み
を
あ
ま
り
感

じ
ま
せ
ん
。
た
だ
違
和
感
が
あ
る

と
い
う
ぐ
ら
い
に
し
か
思
っ
て
い

な
い
人
も
い
る
で
し
ょ
う
。
し
か

し
、
本
来
あ
っ
て
は
い
け
な
い
と

こ
ろ
に
腸
が
脱
出
で
き
る
穴
が
作

ら
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
の
で
す
。

こ
れ
を
治
す
に
は
、
手
術
と
い
う

方
法
し
か
あ
り
ま
せ
ん
が
、
軽
い

状
態
で
あ
れ
ば
、
局
所
の
麻
酔
で
、

早
期
退
院
可
能
な
も
の
が
ほ
と
ん

ど
で
す
。

し
か
し
、
前
に
述
べ
た
よ
う
に

簡
単
に
考
え
て
い
て
、
何
度
も
繰

り
返
し
て
い
る
と
、
い
ず
れ
戻
ら

な
く
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
こ

の
状
態
に
な
る
と
、
簡
単
な
手
術

で
は
治
療
で
き
ま
せ
ん
。
も
ち
ろ

ん
患
者
さ
ん
本
人
に
も
大
変
な
苦

痛
が
生
じ
ま
す
。
例
を
出
す
と
、

ま
ず
腸
が
出
た
ま
ま
に
な
り
、
痛

み
が
出
て
く
る
。
お
な
ら
や
便
が

出
な
く
な
り
、
お
な
か
が
全
体
に

張
っ
て
く
る
。
こ
の
状
態
に
な
る

と
、
腸
が
壊
死

え

し

（
腐
っ
た
状
態
）

に
な
り
ま
す
。
ひ
ど
く
な
る
と
壊

死
し
た
部
分
が
広
が
っ
て
、
腹
膜

炎（
お
腹
の
中
に
菌
が
ば
ら
撒
か

れ
る
状
態
）に
な
り
、
緊
急
手
術

を
し
な
く
て
は
い
け
な
く
な
り
ま

す
。
こ
う
な
る
と
全
身
麻
酔
が
必

要
に
な
り
、
長
い
間
入
院
し
て
も

ら
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

手
術
で
し
か
治
せ
な
い
病
気
も

あ
り
ま
す
。
一
時
的
な
も
の
だ
か

ら
と
軽
く
考
え
ず
、
一
度
近
く
の

医
療
機
関
に
か
か
っ
て
み
て
は
い

か
か
で
し
ょ
う
か
。
い
ず
れ
悪
く

な
る
と
き
の
こ
と
を
考
え
な
が
ら

生
活
す
る
よ
り
、
安
心
で
き
る
と

思
い
ま
す
。

甲東地区 和智 弘多
こ う た

くん（6歳）
郁哉
ふ み や

くん（3歳）
光弘さんと好美さんの長男・二男

“元気にスクスク育って・・・”

甲東地区 伊藤 羽瑞生
は ず き

ちゃん（5歳）
司
つかさ

くん（3歳）
元さんと静代さんの長女・長男

“2人の笑顔が大好きです！！
楽しい思い出を増やしていこうね”



島
田
地
区

志
村
誠
司
＝
井
上
里
織

飯
島
亮
＝
飯
島
さ
や
か

上
野
原
地
区

闍
岡
哲
也
＝
田
村
浩
子

大
神
田
健
太
＝
金
子
知
恵

佐
藤
和
広
＝
鐡
村
和
美

棡
原
地
区

佐
渡
忠
行
＝
臼
井
里
江

秋
山
地
区

小
林
省
一
＝
澤
井
由
里

大
目
地
区

上
條
誠
市（
山
中
義
一
）、
鈴
木
秋

（
正
利
）

巌
地
区

牧
野
利（
真
一
）

大
鶴
地
区

池
田
一
彦（
昭
二
）

島
田
地
区

佐
藤
忠
臣（
武
子
）

上
野
原
地
区

上
野
操（
昭
）、
鈴
木
光
雄（
雄
幸
）、

石
井
嘉
鐡（
光
江
）、
細
川
一
夫

（
浩
一
）、
坂
本
久
栄（
良
男
）、
山

下
絹
枝（
實
）、
和
智
裕（
厚
）、
佐

藤
饌
雄（
啓
明
）

棡
原
地
区

石
井
正
義（
孝
夫
）、
石
井
ノ
リ

（
道
雄
）

西
原
地
区

奈
良
テ
イ
子（
力
雄
）

秋
山
地
区

井
上
ふ
志
ゑ（
弘
明
）
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◇
『
た
ば
風
』

宇
江
佐
真
理
／
著
　
実
業
之
日

本
社

幕
末
の
激
動
期
、
蝦
夷
地
に
生

き
る
女
性
の
情
愛
を
描
く
珠
玉

の
時
代
ロ
マ
ン
。
蝦
夷
・
松
前

藩
を
舞
台
に
描
く
短
編
6
編
を

収
録
。

◇
『
ア
イ
ズ
』

鈴
木
光
司
／
著
　
新
潮
社

「
本
当
に
あ
っ
た
怖
い
話
」
を

取
材
し
て
描
き
、
震
え
上
が
る

よ
う
な
真
の
恐
怖
を
体
験
さ
せ

る
ホ
ラ
ー
小
説
8
編
。

上
野
原
市
立
図
書
館

63

5
2

蕁

4

ー

1

77
日 月 火 水 木 金 土
図書館カレンダー

◯は休館日

3 4 5 6 7 8 9
10 11 12 13 14 15 16
17 18 19 20 21 22

29
23
3024

31
25 26 27 28

　　　　　 1 2　　　　

一

般

書

◇
『
最
上
川
殺
人
事
件
』

梓
林
太
郎
／
著
　
祥
伝
社

◇
『
幸
福
な
結
末
』

辻
仁
成
／
著
　
角
川
書
店

◇
『
母
』

高
行
健
／
著
　
飯
塚
容
／
訳

集
英
社

◇
『
不
思
議
の
国
のト

ッ
ト
ち
ゃ
ん
』

黒
柳
徹
子
／
著
　
新
潮
社

◇
『
ハ
ン
ド
ミ
キ
サ
ー
で
作
る

お
や
つ
パ
ン
、
お
か
ず
パ
ン
』

上
田
淳
子
／
著
　
文
化
出
版
局

児

童

書

◆
『
虫
た
ち
の
ふ
し
ぎ
』

新
開
孝
／
著
　
福
音
館
書
店

◆
『
衣
世
梨
の
魔
法
帳
』

那
須
正
幹
／
作
　
ポ
プ
ラ
社

◆
『
か
め
き
ち
の

た
て
こ
も
り
大
作
戦
』

村
上
し
い
こ
／
作
　
岩
崎
書
店

◆
『
風
神
秘
抄
』

萩
原
規
子
／
作
　
徳
間
書
店

絵

本

○
『
や
さ
い
の
お
し
ゃ
べ
り
』

い
も
と
よ
う
こ
／
絵
　
泉
な

ほ
／
作
　
金
の
星
社

○
『
う
ち
の
パ
パ
が

世
界
で
い
ち
ば
ん
！
』

ア
マ
ン
ダ
・
ハ
ー
レ
イ
／
絵

ハ
リ
エ
ッ
ト
・
ジ
ィ
ー
フ
ェ
ル

ト
／
文
　
く
も
ん
出
版

○
『
ゴ
リ
ラ
の
リ
ラ
ち
ゃ
ん
』

神
沢
利
子
／
作
　
あ
べ
弘
士
／

絵
　
ポ
プ
ラ
社

○
『
く
ま
い
ち
ご
』

梅
田
俊
作
／
絵
　
小
暮
正
夫
／

作
　
く
も
ん
出
版

☆
子
ど
も
映
画
会
☆

『
あ
ら
い
ぐ
ま

ラ
ス
カ
ル
』

◎
日
時
　
7
月
9
日(

土)

午
前
10
時
〜
10
時
30
分

午
後
2
時
〜
2
時
30
分

☆
お
は
な
し
会
☆

『
ト
マ
ト
の
ひ
み
つ
』
他

◎
日
時
　
7
月
16
日(

土)
午
後
2
時
30
分
〜

◎
主
催
　
た
ん
ぽ
ぽ
会

☆
親
子
文
芸
講
座
☆

『
押
し
花
教
室
』

◎
日
時
　
7
月
23
日(
土)

午
後
2
時
〜

◎
受
付
期
間
　
7
月
12
日(
火)
〜

15
日(

金)

※
定
員
以
上
の
申
し
込
み
が
あ
る

場
合
は
、
抽
選
と
な
り
ま
す
の
で

ご
了
承
く
だ
さ
い
。

☆
リ
ン
デ
ン
ド
ー
ム

朗
読
館
☆

民
話
『
へ
っ
ぴ
り
嫁
』
他
　

◎
日
時
　
7
月
17
日(

日)

午
後
2
時
〜
3
時
30
分

★
一
日
図
書
館
員
を

実
施
し
ま
す
★

7
月
22
日(

金)

か
ら
8
月
3
日

(

水)

ま
で
、
小
中
学
生
の
体
験
学

習(

一
日
図
書
館
員)

を
行
い
ま
す
。

期
間
中
、
利
用
者
の
み
な
さ
ん
に

は
、
ご
不
便
を
お
か
け
す
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
が
、
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

☆

開

館

時

間

☆

水
・
金
・
土
・
日

午
前
9
時
30
分
〜
午
後
5
時

火
・
木

午
前
9
時
30
分
〜
午
後
7
時

死

亡

今
月
の
一
冊

゛
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電
話
：
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代
）

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
：
h
ttp
://w
w
w
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o
h
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E
-m
ai l ：
kikaku

@
city.u

en
o
h
ara.lg

.jp

5月23日、棡原小学校3年生児童8人が市役所を訪
れました。これは、3年生の学習「私たちのまちを探
検しよう」の授業の一環で、児童たちは、市職員に
「市役所のお仕事には、どのようなものがあります
か？」などの質問をしていました。

100歳の喜び

この広報は古紙配合率100％の再生紙と、環境に優しい植物性大豆油インキを使用しています。

5月21日、100歳を迎えられた小澤よね子さんを奈良市長が慶祝
訪問し、長寿祝金の贈呈を行いました。
小澤さんは、明治38年5月21日に当時の甲東村で生まれ、昭和30

年から56年までの約26年間の長きに渡り、旧上野原町職員として、
地元の平和中学校へ勤務し活躍されました。
上野原市では、6月1日現在で、100歳以上の方が7人在住してい

ます。

表紙の写真

●地域の話題をお寄せください
企画課企画調整担当 電話62-3118

人口●28,586人 （－ 8）
男 ●14,262人 （－11）
女 ●14,324人 （＋ 3）
世帯●10,008世帯（＋30）
平成17年6月1日現在
（ ）内は前月比

人口と世帯

●小学校児童が市役所を訪問
6月2日、大月市七保町に完成した深城ダムにおい

て、竣工式・記念式典が行われました。
当日は、山梨県知事や上野原市長、大月市長をはじ

め、国・県・両市の関係者など多くの方が集まり、深
城ダムの完成を祝いました。

●深城ダムが完成

市では、自分にあった健康づくりを目指して、10
回コースで「さわやかウエルネス教室」を実施しまし
た。この教室は保健師、栄養士などのスタッフととも
に運動、食習慣を見直し、より健康的になることを目
的にしています。（写真は5月18日のみんなで歩こうより）

●さわやかウエルネス教室
5月24日、大鶴楽生園では地域清掃のボランティ

ア活動を行いました。
この清掃活動は、大鶴地区の一員として地域の方に

お世話になっていることへのお礼にと、入園者15人
が行いました。

●大鶴楽生園でボランティア活動
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